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1. はじめに 

 「道の駅」は，休憩機能，情報発信機能，地域の連

携化機能の3つの機能を持つ休憩施設である．2004年

に発生した中越地震の時に，震源に近い「道の駅」が

被災者の避難所や支援施設として活用され 1），被災地

周辺の「道の駅」は道路情報や被災情報等の発信拠点

として活用された 2）ことから，近年4つ目の機能とし

て防災拠点としての機能が注目されている．また，「道

の駅」の防災利用には，従来から地域防災計画や「道

の駅」の運営マニュアル上に定められた計画的な利用

と，災害発生時に諸条件が整ったために事後的・偶発

的に発生した利用の2種類がある．「道の駅」の利用価

値向上のためには，地域防災計画や施設のマニュアル

で防災機能を予め定めておくことが望ましい．しかし，

過去の被災地での利用事例は多岐にわたっており，潜

在的な機能の利用可能性についても考えていく必要

がある． 

 本稿では，新潟県内と関東地方整備局管内（長野県

を除く）の「道の駅」の代表者に対し，災害時に提供

可能な機能についてアンケート調査を行った．災害時

に提供可能な機能と施設の設備には関係性があるの

かについて整理することを目標とする． 

 

2. 文献による事例調査 

（1）既往研究 

 藤澤 3）の研究では，主に東日本大震災，熊本地震，

2017年九州北部豪雨時に「道の駅」が果たした役割に

ついて整理されている．例えば「道の駅」あそ望みの

郷くぎのがある地域では，噴火や台風など従来から災

害の常襲地であるため地域住民も防災意識が高く，各

地区の区長が参加して実践的なハザードマップ作り

が行われており，日頃から地元消防団との密接な関係

の構築にも表れている．「道の駅」の立地選定，他施設

との連携，地域防災計画での「道の駅」の位置づけの

明確化が必要とあり，「道の駅」は，どのような災害の，

どのような局面で，他の施設との連携も想定してどの

ような役割を担っていくのかを明確にすることが必

要である．よって地域防災計画での「道の駅」の位置

づけの明確化が必要と考えられる． 

 

（2）「道の駅」の災害時利用の機能分類 

 「道の駅」の災害時の利用事例に関する文献調査を

行った．2004 年新潟・福島豪雨～2017 年九州北部豪

雨までの 55 事例 3）～10）を収集した．例として，2004

年の中越地震では，「道の駅」越後川口では会議室・駐

車場等を被災された方の避難所として活用 4），「道の駅」

クロス 10 十日町では被災者支援として「道の駅」の

駐車場に仮設住宅を建設 4），「道の駅」豊栄では被災地

周辺の「道の駅」においても，利用者に被災地の情報

を提供 3）を行った．このような 55 事例 3）～10）を用い

て，表-1 にその他含む 9 機能に分けて分類を行った

（同時に利用された機能もある）．『避難所，休憩所と

して利用』，『被災地の情報提供』が他と比べて多いこ

とが分かる．2004年の中越地震の際も避難所や情報の

発信拠点として使用されたことがきっかけになり，

「道の駅」を防災拠点としての機能が注目された． 

 

表-1 「道の駅」の災害時利用の機能分類 

 

機能 事例数

被災地の情報提供 18

避難所、休憩所として利用 14

自衛隊を除く緊急車両の駐車場として利用 10

避難者に食料等を提供 9

入浴施設を開放 8

その他 7

車中泊の場所を提供 3

自衛隊の基地や活動拠点として利用 2

敷地内に仮設住宅を建設 2



3. アンケート調査 

（1）調査項目の作成 

本研究では表-1をもとに，アンケート調査時は『避

難所，休憩所として利用』という項目を，『指定避難所

として利用』，『自主避難所として利用』に分け，その

他含む10機能に分けた． 

 

表-2 アンケート時の機能分類 

 

 

 アンケートは表-3の調査項目で行った．表-2の機能

に関する調査項目は表-3 中の 2），4）で聞いており，

過去と現在，将来もし災害が発生した場合に提供可能

な機能はあるかについて尋ねた． 

 

表-3 アンケート調査項目 

調査項目 

1)施設が市町村の地域防災計画において，避難所や

防災施設として位置付けられているか 

2)過去の災害時の施設の使用状況について 

 2-1)過去の災害時に提供したことのある機能に

ついて 

 2-2)使用された場合の災害は何だったのか 

3)施設の防災設備の設置状況について 

 3-1)避難者がいた場合の収容可能人数 

 3-2)食料備蓄量 

 3-3)水の備蓄量 

 3-4)毛布の備蓄量 

4)災害時に提供可能な機能について 

 

（2）アンケート配布先と配布方法 

今回のアンケートは，関東地方整備局管内の「道の

駅」（長野県は除く）と新潟県内の「道の駅」（現在営

業中）の合計180箇所を対象に行った．調査方法は各

「道の駅」へ郵送でアンケートを配布し，回答後返送

してもらう形にした．  
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機能

入浴施設を開放

指定避難所として利用

自主避難所として利用

避難者に食料等を提供

被災地の情報提供

車中泊の場所を提供

自衛隊の基地や活動拠点として利用

自衛隊を除く緊急車両の駐車場として利用

敷地内に仮設住宅を建設

その他


